
資産運用にあたり、お手持ちの資産を大まかに下記の３つに分けてみましょう。
投資信託のご購入は当面使う予定のない余裕資金でご検討されることをおすすめします。
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資産の分散
ひとつの投資型商品で資産を運用した場合、その商品が値下がりすると、資産全体に影響が出てしま
います。しかし、値動きが異なる資産に分散して投資すればリスクも分散し、安定性が増します。

長期運用

時間の分散
１回にまとめて投資するのではなく、何回かに分けて投資する方法です。数回に分けて購入時期を分
散することにより、購入価格を平準化する効果が期待できます。

市場は短期間では一時的要因で大きく変動することがありますが、長期間ではこの変動リスクが小さく
なる傾向があります。

当面使う予定のない余裕資金

余裕のある資金で、リスクを勘定して
も今後のために積極的に増やしたい
資金
●投資信託など

将来使う予定がある資金

将来の使いみちが決まっていいる
資金。または、決まってはいないが
安定的に増やしたい資金

●定期預金

いつでも引き出せる資金

生活費や、急な出費にいつでも引
き出せるようにしておく資金

●普通預金
●貯蓄預金など

国内株式、外国株式、
リート、新興国債券

など

新興国株式 など

外国債券、バランス型
など

運用例

運用例

運用例

国内債券
など


